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番号 内容 Ｅ群 Ｍ群
２ 汚い部屋が映し出されている ７ 2１
３ スイカが転がりスイカからの視点が映し出される 3０ 3２
５ 女の子が待っているが相手が来ない 1６ 3３
７ 蒲団が敷かれたままで怒ってスイカを蹴飛ばす 1９ 2６
1２ スイカをくるくる回す 1１ 2５
1５ スイカをくるくる回す冷蔵庫に冷やそうとする 2５ 3３
1７ スイカが震えている ６ 1３
1９ 7時すぎに知り合いに電話する 2４ 3１
217カメラアングルが登場人物への共感に及ぼす影響
あるＭ群の被験者が，Ｅ群の被験者よりもより高く評
価した．一方，「明るい｣，「わくわく」，「がっかり」
｢退屈」など女の子の視点から見たと考えられる形容
詞の評価は，カメラアングルのないＥ群がＭ群に比べ
て高く評価していた．したがって，Ｍ群の被験者の
方が，Ｅ群よりもよりスイカに共感していたことが推
測される．
また，これまでの物語理解の分析では，物語の再生
率から分析するものが多かった（例えば，高橋・杉岡
1988)．そこで，本研究でも物語の再生について検討
を行った．その結果，群に関係なくほとんどの被験者
が回答した場面（たとえば，「包丁を取り出し切る｣，
スイカをむしゃむしゃ食べる）もあれば，想起の合計
が各群で５人未満と少ない場面（｢風鈴」など）も
あったそれ以外のＥ群よりもＭ群の被験者が多く想
起した場面は場面３「スイカが転がりスイカからの
視点が映し出される｣，場面７「蒲団が敷かれたままで
怒ってスイカを蹴飛ばす｣，場面１２「スイカをくるく
る回す｣，場面１５「スイカをくるくる回す冷蔵庫に入
れようとする｣，場面１７「スイカが震えている」など
スイカにかかわる項目であった．したがって，スイカ
の視点がＥ群の被験者と比べて，より深い印象をＭ群
の被験者に与えていたと考えられる．
その一方で，場面２｢汚い部屋が映し出される」場
面５「女の子が待っているが相手が来ない」場面１９
｢7時すぎに知り合いに電話する」の３項目はスイカと
は直接関連のない場面であったにもかかわらず，Ｍ群
の被験者がＥ群の被験者よりも多く想起していたこ
のことは，Ｍ群の被験者がストーリーをより印象深
く理解し場面を想起しやすかったために上記の場面
の想起数が多かったのか，あるいはビデオに興味をも
ち回答に対する動機づけが高かったためと考えられる．
ざらに，群ごとの場面の平均想起数においてＥ群より
もＭ群の被験者が想起数が多いことは，Ｍ群の被験
者がより登場人物（特にスイカ）に共感することが多
くより細部の場面を印象に残していたのであろう．
その結果が場面の想起を増やすという結果を生じた
のであろう．
害などの児童生徒への支援が積極的に行われるように
なってきた（文部科学省。2001,2003,2005)．特別
支援教育のブームの中で，これまでの特殊教育が培っ
てきた支援方法に注目が集まっている．ざらに今後
は一人ひとりの子どもたちのニーズに応じた支援を行
うためにその支援方法の確立が急務であろう．
本研究では，障害のない人を被験者として，カメラ
アングルの重要性が指摘された．得られた知見は，発
達障害の子どもにとって,ｌ）共感を促す支援方法とし
てまたは２）記|意を促す方法として生かされるで
あろう」）について，高機能自閉の子どものもつ他者
意図理解の困難さの問題については，多くの著書や論
文の中で指摘されている（例えば，内山他2002；干
川,2007）自閉症の子どものもつ視覚優位の特性を考
えると，カメラアングルをうまく利用することで相手
の身になることで実感をもって共感的に物語を理解す
る可能性が示唆される．
２）の記憶を促す方法について，学習障害の子ども
の中には，記l意容量が小言いために短期記憶が弱
かったり，さらに短期記憶から長期記憶に移行するこ
との困難ざを抱えている子どもが見られ，一人ひとり
の認知特性にあった支援が必要である（千111,2006）
本研究の結果，カメラアングルによって場面の想起数
が増えたことから，印象に残る場面や興味を持つよう
に促される場面の提示は，記憶をうまく活用する上で
も有効であると考えられる．
今後，ざらに被験者を増やしカメラアングルを有
効に利用することで，発達障害のある子どもたちの物
語理解や物語の再生がどのように変化するかを検討す
ることが必要であろう．
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